
「留
学
と

い
う

文
化
」
の
特
集

に
あ
た

っ
て

中
国
の
改
革
開
放
か
ら
早
三
〇
年
の
時
が
経

っ
た
。
こ
の
三
〇
年
は
、
中
国
か
ら
海
外

へ
大
量
留
学

の
波
が
押
し
寄
せ

た
三
〇
年

で
も
あ
る
。
中
国
教
育
部
の
統
計

に
よ
る
と
、
公
費
、
私
費
を
合
わ
せ
て
そ
の
数
は

一
四
〇
万
人
に
も
及
ぶ
。

改
革
開
放
政
策
が
実
施
さ
れ
始

め
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
日
本

で
は

「国
際
化
」

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
叫
ぼ
れ
て
い

た
。

一
九

八
三
年
に
中
曽
根
内
閣
が
掲
げ
た

「留
学
生
受
け
入
れ
十
万
人
計
画
」
も
二

一
世
紀
初
頭
に
実
現
さ
れ
、
中
国

の

「改
革
開
放
」
と
日
本

の

「国
際
化
」
と
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
、
中
国
か
ら
日
本

へ
の
留
学
生
数
は
大
き
な
伸
び

を
見
せ
た
。
世
界
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
今
日
で
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
は
か

つ
て
な

い
速
さ
で
移
動
し
、
情
報
は
瞬

時
に
世
界
中
を
駆
け
巡
る
。
留
学
は
も
は
や
単
な
る
文
化
伝
播
の
手
段

で
は
な
く
な
り
、
留
学
そ
の
も
の
が

一
つ
の
文
化

に
な

っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

歴
史
を
回
顧
す
れ
ば
、

一
八
四
七
年
、
容
閾
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
始
ま

っ
た
中
国
人

の
海
外
留
学
は

一
六
〇
年
有
余

の

歴
史
を
数

え
る
。
清
末
に
始
ま

っ
た
本
格
的
な
留
学
生
の
派
遣
は
中
国
社
会
に
近
代
化

へ
の
目
覚
め
と
大
き
な
変
革
を
も

た
ら
し
た
。
し
か
し

一
方
、
そ
の
百
年
余
り
の
間
に
、
二
度

の
世
界
大
戦
、
東
西
冷
戦

の
中

で
の
中
華
人
民
共
和
国

の
建

国
、
そ
の
後
の
西
側
世
界
と
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
対
立
に
よ
る

「鎖
国
」
な
ど
に
よ
り
、
海
外
留
学
が
途
絶
え
た
時
期
も

あ

っ
た
。

日
本
に

つ
い
て
見
れ
ば
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
日
中
戦
争
勃
発
ま
で
の
間
、
中
国
留
学
史

に
お
け
る
発
展
期
に
あ

っ

て
、
日
本

は
主
要
な
留
学
先
で
あ

っ
た
。
か

つ
て
遣
階
使
、
遣
唐
使
が
学
ん
だ
中
国
か
ら
、
明
治
維
新
に
よ

っ
て
西
洋
に

目
を
向
け
た
日
本

へ
の
留
学
は
、
中
国
に
と

っ
て
日
本
文
化
だ
け
で
な
く
西
洋
文
明

の
伝
来
の
ル
ー
ト
で
も
あ

っ
た
。
そ

の
後
、
両
国

の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
幸
な
出
来
事
が
あ

っ
た
が
、
国
交
正
常
化
と
中
国
の
改
革
開
放
政
策
の
実
施
と
と
も

「留学 とい う文化」の特集に あたって
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に
日
本
留
学
は
再
興
を
迎
え
た
。
日
本
学
生
支
援
機
構

二
〇
〇
九
年

の
統
計
に
よ
る
と
、
約
八
万
人
の
中
国
人
留
学
生

が

日
本
の
大
学
、
大
学
院
、
専
門
学
校
及
び
予
備
教
育
機
関
で
学
ん
で
お
り
、
十
三
万
数
千
人
の
留
学
生

の
う
ち
約
六
割

が

中
国
人
留
学
生
で
占

め
ら
れ
、
各
国
か
ら
の
留
学
生

の
中
で
も
突
出
し
て
多

い
。

そ
う
し
た
中
で
、
日
本

で
は
、
留
学
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
も
活
発
に
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
も
幕
末

・
明
治
期
日
本

の

内
外
の
留
学
生
列
伝
や
清
末

の
中
国
人
留
学
に
つ
い
て
な
ど
の
歴
史
研
究
か
ら
、
今
日
の
政
策

・
施
策
面

の
問
題
、
多
文

化
多
言
語
化

に
伴
う
共
生
社
会

へ
の
確
立
に
つ
い
て
の
提
言
な
ど
、
ホ
ス
ト
社
会
と
し
て
の
日
本

の
あ
り
方
に
及
ん
で
い

る
。

一
方

、
中
国

で
は
、
容
閾
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
留
学
記
の
中
国
語
訳

『西
学
東
漸
記
』
に
始
ま
り
、
留
学
史
、
教
育

史

や
文
化
交
流
史
の

一
環
と
し
て
留
学
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
留
学

の
盛
衰
に
連
動
し
て
、
そ
の
研
究
内
容
や
評
価
も

時
代
の
影
響
を
強
く
受

け
て
き
た

こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
改
革
開
放
後

の
大
規
模
な
留
学

の
再
開

に
伴

っ

て
、
近
年
、
留
学
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
か
れ
る
な
ど
、
留
学
が
中
国

の
社
会
と
文
化
交
流

に

ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
、
よ
り
学
術
的
、
多
元
的
な
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
特
集
は
、
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
「留
学
と
い
う
文
化
」
に

つ
い
て
、
中
国
人

の
留
学
や
中
国
の
留
学
政
策

な
ど
を
中

心
に
、
論
説
、
座
談
会
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
て
立
体
的
、
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
り
上
げ
考
察
し
た

も
の
で
あ

る
。
改
革
開
放
以
降
、
三
〇
年
間
に
わ
た
る
日
本
留
学
の
波
も
、
当
然
な
が
ら
、
年
月
の
経
過
に
よ

っ
て
時
代

と
世
代
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
。
巻
頭
の
座
談
会

で
は
改
革
開
放
初
期
、
ま
た
は
比
較
的
初
期
に
来
日
し
、
帰
国
後

活
躍
し
て

い
る
元
留
学
生
た
ち
が
、
自
ら
の
体
験
を
交
え
て
語
る
。
こ
の
三
〇
年
来
、
留
学
生
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

の

変
化
や
、
留
学
生
政
策

に
対
す
る
当
事
者
な
ら
で
は
の
知
見
と
率
直
な
提
言
を
行
間
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

改
革
開
放
直
後
の
海
外
留
学
は
中
国
の
国
策
の
も
と
で
な
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
留
学
は
選
ば
れ
た
エ
リ
ー
ト
の
も

の

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
経
済
発
展
と
日
本
を
含
む
先
進
国
の
社
会
状
況
や
教
育
事
情

の
変
化
に
伴

い
、

い
ま
留
学

は
も
は
や

エ
リ
ー
ト
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、

「普
通
の
」
若
者

の
選
択
肢

の

一
つ
に
な

っ
た
。
杉
村
美
紀
論
説

は

こ
の
よ
う
な
現
象
を
留
学
戦
略

の
多
様
化
と
し
て
と
ら
え
、
中
国
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
全
体
を
国
家
と
個
人
の
レ
ベ
ル
で

考
察
し
、
高
等
教
育
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
提
示
す
る
。
大
塚
豊
論
説
は
改
革
開
放
三
〇
年
来
、
中
国
の
留
学
政
策

の

変
遷
を
高

等
教
育
の
発

展
状
況
と
と
も
に
概
観
し
、
派
遣
か
ら
帰
国
促
進
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま
で
の
留
学
政
策
の
全
体
像
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を
示
す
。

一
方
、
北
京
五
輪

で
世
界
に
国
力
を
示
し
た
中
国
は
、
い
ま
や
留
学
生
派
遣
国
で
あ
る
に
留
ま
ら
ず
、
二

一
世
紀

の
留

学
生
受
け

入
れ
大
国
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
黒
田
千
晴
論
説
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
中
国
政
府

の
留
学
生
教
育
政
策
と
現
状

を
中
心
に
、
中
国
政
府
の
留
学
生
教
育
政
策
を
分
析
し
、
中
国
の
対
外
教
育
戦
略
及
び
高
等
教
育

の
国
際
化
政
策

の
方
向

性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
記

の
よ
う
な
留
学
を

マ
ク

ロ
に
と
ら
え
る
論
考

の
ほ
か
、
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
ミ
ク
ロ
に
と
ら
え
る
論
考
も
掲

載
し
た
。

日
本
留
学
経
験
者

へ
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を
通
し
て
、
文
化
的
衝
突
や
摩
擦

の
原
因
を
指
摘
す
る
奈
倉
京
子
論
説

や
、
調
査

と
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
に
よ

っ
て
留
学
生
と
研
修
生
の
異
文
化
適
応

に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
探
る
葛
文
綺
論
説
が

あ
る
。
ま
た
、
中
国
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
な
が
ら
留
学
後
日
本

で
就
職
し
、
日
本
滞
在
を
長
期
化

し
た

「永
続
的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
と

い
う
概
念
を
用
い
て
、
そ
の
意
識
と
行
動
パ
タ
ー

ン
を
分
析
す
る
坪
谷
美
欧
子
論
説

は
、
在
日
外
国
人
数
の
ト
ッ
プ
に
な

っ
た
中
国
人
の
存
在
を
考
え
る
う
え
で
、

一
つ
の
枠
組
み
を
示
し
て
い
る
。
段
躍
中

報
告

の

「日
本

に
お
け
る
新
華
僑
華
人
社
会

の
現
在
」
や
楊
暁
捷
寄
稿
の

「留
学

の
東
と
西
」
も
合
わ
せ
て
読
ん
で
い
た

だ
く
と
理
解
が

一
層
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

中
華
人
民
共
和
国
建
国
初
期
に
焦
点
を
当

て
た
論
説
と
し
て
、

一
九
四
九
年
か
ら

一
九
五
五
年
ま
で
の
留
学

生

・
華
僑
帰
国
促
進
政
策
に

つ
い
て
の
王
雪
捧
論
説
と
、

一
九
四
九
年
か
ら

一
九
五
三
年
ま
で
の
中
国
共
産
党
に
よ
る

ソ

ビ
エ
ト

へ
の
留
学
派
遣
に

つ
い
て
の
李
星
論
説
を
掲
載
し
た
。

こ
れ
ら
は
建
国
後
の
中
国
人
留
学

の
全
体
像
を
見
る
う
え

で
不
可
欠

の
部
分
を
構
成
し
て
い
る
。

二
〇
〇

八
年
、
福
田
内
閣
は
二
〇
二
〇
年
を
目
途

に

「留
学
生
三
十
万
人
計
画
」
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
お
よ
そ

一
年

後
、
中
国
建
国
六
十
周
年
に
当
た
る
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
、
中
国
教
育
部
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
五
十
万
人

の
留
学
生

を

受
け
入
れ
る

"
留
学
中
国
計
画
"
を
発
表
し
た
。

「留
学

生
政
策

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
題
し
た
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
日
本
政
府
が
留
学
生
三
十
万
人
計
画
と
い
う
方

針
を
出
す
な
か
、
よ
り
優
秀
な
学
生
を
獲
得
し
よ
う
と
中
国
に
現
地
事
務
所
を
置

い
て
奮
闘
す
る
早
稲
田
大
学
、
東
京
大

学
、
名
古
屋
大
学
、
及
び
外
国
か
ら
の
留
学
生
が
学
生
全
体
の
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

へ
の
イ

「留学 とい う文化」の特 集にあた って
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ン
タ
ビ

ュ
ー
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
東
亜
同
文
書
院
を
前
身
と
し
、
中
国
と
深
い
関
係
を
も

つ
本
学

(愛
知
大
学
)

に

つ
い
て
は
、
学
長
が
本
学
独
自

の
留
学
生
政
策
を
語
る
。

今
年
に
入

っ
て
文
部
科
学
省
か
ら
各
大
学

へ

「X
10

1
O
年
度
か
ら
外
国
人
留
学
生
修
学
援
助
費
補
助
金

(授
業
料
減

免
学
校
法

人
援
助
)
を
廃
止
す
る
」
と
の
通
知
が
届

い
た
。
四
月
か
ら
、
私
費
留
学
生

の
授
業
料
を
減
免
し
て
い
る
私
立

大
学
に
対

す
る
減
免
分

(三
割
ま
で
)

へ
の
国
か
ら
の
補
助
は
な
く
な

っ
た
。
意
欲
を
も

っ
た
私
費
留
学
生

の
道
を
狭
め

る
、
有
能

な
留
学
生
を
逃
し
か
ね
な
い
と
危
惧
す
る
学
校
関
係
者
は
少
な
く
な

い
。
留
学
生
政
策
が
新
し
い
局
面
を
迎
え

た
今
日
、

「留
学
」
を
特
集
す
る
小
誌

の
刊
行
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「技
術

立
国
」
の
日
本
は
、
か

つ
て
中
国
を
は
じ
め
、
発
展
途
上
国
か
ら
先
進
的
科
学
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
海
外
留
学
を

目
指
す
多
く

の
若
者
を
引
き

つ
け
て
き
た
。
し
か
し
、
世
界
経
済

の
力
関
係
の
構
図
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
な
か
、
日
本
は

留
学
生

に
と

っ
て
魅
力

の
あ
る
国
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
去

る
七
月

一
日
か
ら
中
国
人
の
個
人
観

光
客
向
け
査
証

の
発
給
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
加
速

さ
せ
る
の
が
狙
い
で
あ
る
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ニ
メ
や
漫
画
か
ら
日
本
を
知

っ
た
中
国
の
若
者
が
、
旅
行
を
通
し
て
自
分

の
目
で
日
本
を
確
か
め
、

市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
の
中
か
ら
新
し
い
何
か
を
発
見
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
新
た
な
留
学

の
き

っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
日
本

は
む
し
ろ
い
ま
ま
で
と
違

っ
た

「売
り
」
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時

に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
本
特

集
が
留
学
と
留
学
生

の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
少
し
で
も
読
者

の
皆
様

の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(醇

鳴
)
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